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概要版



　本市は、立地条件の良さなどから交通の
要衝として古くから栄え、人・物・文化・
情報が交差するまちとして発展してきまし
た。そして先人の知恵やたゆまぬ努力によ
って、時代の変化に応じた基盤整備と市民
福祉を向上させるためのまちづくりが進め
られてきました。その成果が、今日の吹田
のまちを地域ごとに異なった特色を持つま
ちとして、豊かにかたちづくっています。
今では、住むための住宅都市から、住み働
くことができる複合型の都市へと変わり、
北大阪地域の中で大きな役割を果たしてい
ます。また、充実した文化・学術・研究環
境やきめ細かな生活関連施設の配置、暮ら
しを支える福祉施策や教育・文化施策など
は、他市に誇る大きな有形、無形の財産と
して市民生活を支えており、福祉分野での
行政サービス評価では、高い評価を受ける
までになっています。
　このたび策定した第3次総合計画は、今
後のまちづくりの指針となるものであり、
先人から引き継いだ素晴らしい財産を、今
を生きる私たちが更に磨きをかけ伸ばしな
がら、安心して暮らし、働き、学び続ける
ことができるまちとして、次世代に引き継
いでいくための計画です。
　少子・高齢社会の到来、地球規模での環
境問題など多くの課題を抱える中で、この

総合計画では、平成18年度から平成32年
度までの15年間を展望し、本市の将来像を
新たに「人が輝き、感動あふれる美しい都
市　すいた」と定め、緑や水辺、歴史的ま
ちなみ、商店街や建物、歩道などがうるお
いや落ち着きをみせる中で、都市文化が育
ち、35万人の市民が集い、交流し、豊かな
コミュニティの下で安心して暮らしている
姿を想定しています。
　また、今回の総合計画では、初めて地域
別の計画を策定いたしました。全市的な取
組とともに、身近な生活の場である地域か
らまちづくりに取り組みながら、地域の特
性を生かした住み続けることができるまち
の実現をめざすものです。
　時代は地方分権へと大きく転換が図られ
る中、この総合計画を市民の皆様方と共有
し、様々なまちづくりの場面で、市民、事
業者、行政が各々の役割を分かち合う協働
のまちづくりを推し進め、21世紀の新たな
まちの創造に取り組んで参りたいと考えて
おります。
　この計画の策定にあたりまして、ご尽力
をいただきました市議会はじめ総合計画審
議会の方々、そして貴重なご意見をいただ
きました市民の皆様方に対し、心から感謝
し、厚くお礼を申し上げます。

「人が輝き、感動あふれる美しい都市　すいた」
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計画策定の趣旨

総合計画とは

　本市は、昭和54年（1979年）に吹田市総
合計画基本構想を策定して以来、二次にわた
る総合計画を策定し、「すこやかで心ふれあ
う文化のまち」を市の将来像として総合的か
つ計画的なまちづくりを進めてきました。
　それらの取組の中で、福祉施設や社会教育
施設、体育施設、コミュニティ施設などの整
備が進み、子どもや高齢者を支える福祉の充
実などとともに、市民の生活の場からの環境
保全への取組など地域でのさまざまな自主的
な活動が広がりをみせてきました。
　しかし、この間に本市の状況は大きく変化
しました。都市基盤が整った千里ニュータウ
ンでは急激な人口の減少と高齢化が進む一方、
商業・業務機能が集積している地域においては、

卸売業での年間販売額の大きな落ち込みなど
がみられ、まちの再生が課題となっています。
また、市民意識調査においては、環境や防災
に対する関心は高く、安全で安心できるまち
づくりへの対応が求められており、地域ごと
の特性を生かしながら、いきいきとした市民
生活を将来に引き継ぐための持続可能なまち
づくりを進めることが必要です。
　以上の背景を踏まえ、吹田市第2次総合計
画の目標年次を迎えるにあたり、市民、事業
者、行政の協働の下で、これまでに積み重ね
てきた成果を受け継ぎながら、新たな時代の
諸課題に対応するために、吹田市第3次総合
計画を策定するものです。

　市のこれからのあるべき姿を描いたもので、総合的・計画的にまちづくりを
進めていくための基本的な方針です。「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」
から成っています。
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